
〔暫定版〕  

メタミドホス（案）  
資料3－2  

1．品目名：メタミドホス（Metllal¶idopllOS）   

2．用途：殺虫剤  

有機リン系殺虫剤である。）作用機構としては、アセチルコリンエステラーゼを阻   

害することにより作用すると考えられている。  

3．化学名   

q⊥＄rdimethylp］lOSPllOramidothioate（丁しTPAC）   

qsdimelllylphosp］10ramidot】lioate（CAS）  

4．構造式及び物性   

H3C。 
／＼ 
NH2H2 

H3CS  

分子式 C。H喜NO。PS  

分子量 141．13  

水溶解度1．0×10（～mg／Ⅰ．（20℃）  

分配係数loglt｝P（川＝一0．66  

（食品安全委員会資料より）   
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5．適用病害虫の範囲及び使用方法  

（∋日本   

本薬について、我が国では農薬取締法に基づく登録はなされていない。  

②米国  

1972年（昭和47年）に初回登録されたが、1997年（平成9年）に食用作物の大半  

の登録が取り下げられ、現在食用作物として使用されているのは、綿実、ばれいしょ  

及びトマトとなっている。コロラドハムシ、モモアカアブラムシ、ヨコバイ等幅広く  

昆虫の駆除に用いられている。  

作物名   使用量   使用方法  使用回数   

綿実   
4回以内   

1．01bs／A   散布  

トマト  9回以内   

③カナダ   

現在、なたね、ブロッコリー、 キャベツ等に使用が認められている。  

作物名   適用病害虫名   使用量   使用方法   使用回数   

散布または  
なたね   Berthaarn1yWOnn／バッタ   600ga川1a  2珂以内   

空中散布  

ブロッコリー   

芽キャベツ   
Cabbagelooper／チョウ／  

Diamondbackmoth（1arvae）／   
キャベツ   

アブラムシ類   
カリフラワー   

1104gai／ha   散布  
レタス   Cabbagelooper／アブラムシ類   

アブラムシ額／コロラドハムシ／  

ばれいしょ   Potatofleabeetle／Potatoleafhopper  

／Tamshedplantbug   

④オーストラリア   

現在、あぶらな属及びとうがらし属の野菜、ばれいしょ、トマト等に登録がなされ  

ている。  
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作物名   適用病害虫名   
使用方法  

使用時期   使用方法  
使用量   散布量   

cと1bbageJnOth／cabbagewhite  

bし】ttPT・fl）7／  

100または  
あぶらな尾野菜    lleli〔）tllis（静ノナビnT・PJp∂SPl〕．）／  収穫7日前まで   

190111し／1001」   
cabbagecelltI－e打t】b／clusteユ・1  

cateI－1］illalノaphi（1s  

Greelll〕eaCh aphid   50mL／100L  550111L／Ila   

とうがらし尾野莱  収穫1⊥＝］前まで  

Tobaccoleafminer（l〕Otatし）1n（）th）  65】11し′100L  700111し′11a   

もも   （jIでellP（）aCh aprlid   50111L／／100l一  収穫21日前まで   散布  

らつかせい   椚再tef、11illge〔1wee＼Fil  250mL／／11a  収穫12日前まで   

Pc）tatOmO‖1（Tobaceoleafminer）  651111ノ100L  700mレ†1a   
ばれいしょ  収穫7日前まで  

（jlでell】〕eaC上1aPIlid   50nllノ100L  5501¶L／り1a   

Tomatogr▼しゎ（〟pム■rrフT・eJp∂SPP．）  190111L／100L  2．11ノh㌢1   

TnbaccoIpaFmineT（】〕（1tatnlnし）＝1）  65nlLノiOOL．  7001¶L′／11a  

トマト  GIでellPビa〔－haphid   収穫4目前まで            50nlL／100L．  550mL／11a  

い）1mnO】1brnwn＿jassid  
95nlL／／100L   1し′tla   

（bigbしIdl▼eCt（〕r）  

6．作物残留試験  

（1）分析の概要   

①分析対象の化合物  

・メタミドホス  

②分析法の概要  

試料を粉砕後、酢酸エチル及び無水硫酸ナトリウムで抽出し、減圧濃縮、吸引   

濾過する。次いでカラムクロマトグラフィー用シリカゲルを用いて精製しアセト   

ンに溶解させ試料液とする。これを炎光光度型検出器付きガスクロマトグラフ又   

はガスクロマトグラフ・質量分析計を用いて定量する。  

定量限界0．005～0．01ppm  

（2）作物残留試験結果  

なお、本試験結果は、現在検討されている国内のアセフェートの使用方法にお  

けるメタミドホスの残留量を示したものである。 （今回のメタミドホスの基準設定  

により、使用方法の変更がされた箇所には、下線を付した。）  
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①塞盛塾とうもろこし  

未成熟とうもろこしを用いた作物残留試験（2例）において50％水和剤の1000倍希   

釈液を計2回（200L／10a）散布したところ、散布後7日の最大残留量注1は0．032ppm   

であった。  

②だいず  

だいず（乾燥子実）を用いた作物残留試験（2例）において50％水和剤の1000倍希釈   

液を計3回（100L／10a）散布したところ、散布後67日の最大残留量は＜0．005ppl¶   

であった。  

だいず（乾燥子実）を用いた作物残留試験（2例）において50％水溶剤の1000倍希釈   

液を計3回（300IJ／10a）散布したところ、散布後63日の最大残留量は0．011ppmで   

あった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

③いんげんまめ  

いんげんまめ（乾燥子実）を用いた作物残留試験（2例）において50％水和剤の1000   

倍希釈液を計3回（150L／10a）散布したところ、散布後14日の最大残留量は0．736ppl¶   

であった。  

（弧ばれいしょ  

ばれいしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において50％水溶剤の1000倍希   

釈液を4回及び5％粒剤を1回計5回（200L／10a及び粒剤6kg／10a）散布したとこ   

ろ、散布後壬生且の最大残留量は0．066ppmであった。  

⑤やまのいも  

やまのいも（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において50％水溶剤の1000倍希   

釈液を1回（300L／10a）散布したところ、散布後42日の最大残留量は0．02ppmで   

あった。  

⑥てんさい  

てんさい（根部）を用いた作物残留試験（2例）において50％水溶剤の50倍希釈液   

を2．5L／ポ（育苗圃）濯注1回及び50％水溶剤の1000倍希釈液を3回（150L／10a）   

散布、計4回散布したところ、散布後45日の最大残留量は0．005pplⅥであった。  

てんさい（根部）を用いた作物残留試験（2例）において50％水和剤の50倍希釈液   

を5L／育苗箱6冊・潅注1回及び50％水和剤の1000倍希釈液を3回（100L／10a）散   

布、計4回散布したところ、散布後45日の最大残留量は〈0．005ppmであった。  

（∋だいこん  

だいこん（根部）を用いた作物残留試験（2例）において5％粒剤を1回（5kg／′10a播   

種時播溝施用）したところ、処理後63，60日の最大残留量は0．005，0．007ppmであった。  

だいこん（葉部）を用いた作物残留試験（2例）において50％水和剤の1500倍希釈  
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液を⊥匝（150Ⅰ一／10a）散布したところ、散布後呈主＿且の最大残留量はく0．01，〈0．01ppm  

であった 

⑧かぶ  

かぶ（根部）を用いた作物残留試験（2例）において5％粒剤の1回（4kg／10a）   

生育期株元散布したところ、散布後14日の最大残留量は0．11ppl¶であった。  

かぶ（葉部）を用いた作物残留試験（2例）において50％水和剤の1500倍希釈液を   

計1回（1977．71ノ10a）散布したところ、散布後21日の最大残留量は1．29ppmであっ   

た。  

かぶ（菓部）を用いた作物残留試験（2例）において50％水溶剤の1500倍希釈液を   

計1回（250レ／10a）散布したところ、散布後21日の最大残留量は1．2ppmであった。   

⑨はくさい  

はくさい（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において5％粒剤の（2g／株・植穴  

処理）を1坦及び5％粒剤を（6kg／10a）1回散布し計2回処理したところ、散布後  嬰  

日の最大残留量は0．048ppl¶であった。）   

⑲キャベツ  

キャベツ（柴球）を用いた作物残留試験（2例）において50％水和剤の1000倍希釈   

液を計3［珂（150L／10a）散布したところ、散布後退＿＿旦の最大残留量は0．057ppmで   

あった。  

⑪こまつな  

こまつな（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において50％水和剤の1500倍希釈   

液を計1回（200IJ／10a）散布したところ、散布後21日の最大残留量は0．2ppI¶であ   

った。  

⑫みずな  

みずな（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において50％水和剤の1500倍希釈液   

を計2回（コこ001ノ／10a）散布したところ、散布後旦L旦の最大残留量は0．388ppl¶であ   

った。  

みずな（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において50％水溶剤の1000倍希釈液   

を計2回（200Ⅰノ／10a）散布したところ、散布後呈⊥旦の最大残留量は0．332pplⅥであ   

った。  

⑬チンゲンサイ  

チンゲンサイ（茎葉）を用いた作物残留試験（4例）において50％水和剤の1500倍   

希釈液を計1回（150L／10a）散布したところ、散布後21日の最大残留量は0．207ppm   

であった。  

チンゲンサイ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において50％水溶剤の1000倍   

希釈液を計l回（200し／′10a）散布したところ、散布後21日の最大残留量は0．ユ54ppm  

－5－   



であった。  

⑭カリフラワー  

カリフラワー（花雷）を用いた作物残留試験（2例）において50％水和剤の1000倍   

希釈液を計3回（200L／10a）散布したところ、散布後呈旦且の最大残留量は0．071ppm   

であった。  

⑮ブロッコリー  

ブロッコリー（花雷）を用いた作物残留試験（2例）において5％粒剤の株元散布を   

計3回（2g／株）散布したところ、散布後30日の最大残留量は0．256ppmであった。  

⑯なばな  

なばな（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において5％粒剤を1回（6kg／10a）   

散布したところ、散布後79日の最大残留量は0．006ppmであった。  

⑰ごぼう  

ごぼう（根）を用いた作物残留試験（2例）において5％粒剤の（6kg／10a）を1回   

及び50％水和剤の1000倍希釈液を（250】ノ10a）1回散布し計2回処理したところ、散布   

後45日の最大残留量はく0．005ppmであった。  

⑩リーフレタス   

リーフレタス（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において50％水和剤の1000倍   

希釈液を計3回（80～100L／10a）散布したところ、散布後室」1の最大残留量は   

0．06ppmであった。   

リーフレタス（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において50％水溶剤の1000倍   

希釈液を計3回（300L／iOa）散布したところ、散布後塑＿旦の最大残留量は0．026ppm   

であった。  

⑲サラダ菜  

サラダ菜 （茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において50％水和剤の1000倍希釈   

液を計3回（120～300L／10a）散布したところ、散布後呈旦＿旦の最大残留量は0．058ppm   

であった。  

サラダ菜（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において50％水溶剤の1000倍希釈   

液を計3回（150L／10a）散布したところ、散布後塑且の最大残留量は0．018ppmで   

あった。  

⑳もりあざみ（キク科）  

もりあざみ（根）を用いた作物残留試験（6例）において50％水和剤の1500倍希釈   

液を計1回（100L／10a）散布したところ、散布後45日の最大残留量はく0．005ppmで   
あった。  
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㊤たまねぎ  

たまねぎ（鱗茎）を用いた作物残留試験（6例）において50％水溶剤の1000倍希釈   

液を計5回（250L／／／10a）散布したところ、散布後21日の最大残留量は0．09pplⅥで   

あった。  

たまねぎ（鱗茎）を用いた作物残留試験（2例）において50％水和剤の1000倍希釈   

液を計5回（150L／／10a）散布したところ、散布後21日の最大残留量は0．017ppmで   

あった。  

⑫にんにく  

にんにく（鱗茎）を用いた作物残留試験（2例）において50％水和剤の1000倍希釈   

液を計2回（250l一／10a）散布したところ、散布後7日の最大残留量はく0．02ppmであ   

った。  

⑳トマト   

トマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において5％粒剤を艶上回（2g／株）   

散布したところ、散布後74日の最大残留量は、く0．005pplⅥであった。  

⑳ミニ トマト  

ミニトマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において5％粒剤を丑⊥坦（2g   

／株）散布したところ、散布後56日の最大残留量は、く0．005ppmであった。  

⑳なす  

なす（果実）を用いた作物残留試験（2例）において5％粒剤を艶旦垣（6kg／10a）   

株元散布したところ、散布後1日の最大残留量は、0．178ppI¶であ／）た。  

⑳きゅうり  

きゅうり（果実）を用いた作物残留試験（2例）において5％粒剤を匙＿L担（2g／   

株）散布したところ、散布後45日の最大残留量は、＜0．005pplⅥであった。  

⑳オクラ  

オクラ（果実）を用いた作物残留試験（2例）において50％水溶剤の1000倍希釈液   

を計1回（2〔〉OL／10a）散布したところ、散布後L旦の最大残留量は0．20ppmであっ   

た。  

オクラ（果実）を用いた作物残留試験（2例）において50％水和剤の1000倍希釈液   

を計1回（250L／10a）散布したところ、散布後7日の最大残留量は0．104ppmであっ   

た。  

⑬しょうが  

しょうが（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において50％水和剤の1000倍希釈   

液を計2回（250L／10a）散布したところ、散布後45日の最大残留量はく0．005ppnlで   

あった。  
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⑳葉しょうが   

葉しょうが（可食部）を用いた作物残留試験（2例）において50％水和剤の1000倍   

希釈液を計2回（100L／10a）散布したところ、散布後21日の最大残留量はく0．005ppm   

であった。  

⑲えだまめ  

えだまめ（枝豆ホール）を用いた作物残留試験（2例）において50％水和剤の1000   

倍希釈液を計3回（100L／10a）散布したところ、散布後20日の最大残留量は0．077ppm   

であった。  

⑫れんこん   

れんこん（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において5％粒剤を計3回（6kg／  

10a）株元散布したところ、散布後14日の最大残留量は、0．011ppmであった。ただし、   

これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

⑬みかん  

みかん（果肉）を用いた作物残留試験（4例）において50％水和剤の1000倍希釈液   

を計3回（400L／10a）散布したところ、散布後些＿旦の最大残留量は0．065pplⅥであ   

った。  

みかん（果肉）を用いた作物残留試験（2例）において50％水和剤の1500倍希釈液   

を計3回（500L／10a）散布したところ、散布後坐＿旦の最大残留量は0．076ppmであ   

った。  

みかん（果肉）を用いた作物残留試験（2例）において50％水溶剤の1000倍希釈液   

を計3回（5001一／10a）散布したところ、散布後些＿旦の最大残留量は0．036pplⅥであ   

った。   

みかん（果皮）を用いた作物残留試験（4例）において50％水和剤の1000倍希釈液   

を計3回（400L／10a）散布したところ散布後些＿且の最大残留量は0．18ppmであった。   

みかん（果皮）を用いた作物残留試験（2例）において50％水溶剤の1000倍希釈液   

を計3回（500L／10a）散布したところ、散布後些＿旦の最大残留量は0．038ppmで   

あった。  

⑬なっみかん  

なっみかん（果実全体）を用いた作物残留試験（2例）において50％水和剤の1000   

倍希釈液を計3回（500L／10a）散布したところ、散布後姐旦の最大残留量は0．316ppm   

であった。  

なっみかん（果実全体）を用いた作物残留試験（2例）において50％水溶剤の1000   

倍希釈液を計3回（500L／10a）散布したところ、散布後些且の最大残留量は0．267ppm   

であった。  

⑲かぼす  
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かぼす（果実）を用いた作物残留試験（1例）において50％水溶剤の1000倍希釈  

液を計3回（500し／10a）散布したところ、散布後些＿旦の最大残留量は0．02pp－Ⅵで  

あった。   

かぼす（果実）を用いた作物残留試験（1例）において50％水和剤の1000倍希釈液  

を計3回（500L／10a）散布したところ、散布後払旦の最大残留量はく0．005ppmであ  

った。  

⑮すだち  

すだち（果実）を用いた作物残留試験（1例）において50％水溶剤の1000倍希釈   

液を計3回（500Ⅰノ10a）散布したところ、散布後坐＿旦の最大残留量は0．005ppmで   

あった。  

⑬ゆず  

ゆず（果実）を用いた作物残留試験（1例）において50％水和剤の1000倍希釈液   

を計3回（5100し／／10a）散布したところ、散布後生旦の最大残留量は0．019ppmであ  

／）た。  

密かき  

かき（果実）（＊へた及び種Fを除く）を用いた作物残留試験（2例）において50％   

水和剤の堕些＿塵希釈液を計2［司（300Ⅰノ10a）散布したところ、散布後堕旦の最大   

残留量は0．044ppmであった。  

⑬いちじく  

いちじく（果実）を用いた作物残留試験（2例）において50％水和剤の2000倍希釈   

液を計1回（300L／10a）散布したところ、散布後45日の最大残留量は0．024pp■¶で   

あった。  

いちじく（果実）を用いた作物残留試験（3例）において50％水溶剤の2000倍希釈   

液を計1回（300L／10a）散布したところ、散布後45日の最大残留量は0．024ppmで   

あった。  

⑲茶  

茶（荒茶）を用いた作物残留試験（2例）において50％水和剤の1000倍希釈液を   

計2回（400L／10a）散布したところ、散布後28日の最大残留量は0．78ppmであっ   

た。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

茶（茶浸出液）を用いた作物残留試験（2例）において50％水溶剤の1000倍希釈   

液を計2回（200L／10a）散布したところ、散布後30日の最大残留量は0．828ppmで   

あった。  

⑬さんしょう  

さんしょう（果実）を用いた作物残留試験（2例）において50％水和剤の1500倍希   

釈液を計1阿（300L／10a）散布したところ、散布後14日の最大残留量は0．02pplⅥ  
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であった。  

これらの試験結果の概要については、別紙1の一覧表を参照  

注1）最大残留量：当該農薬の申請の範囲内でもっとも多量に用い、かつ最終使用から  

収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作  

物残留試験）を実施し、それぞれの試験から得られた残留量。（参考：平成10年8  

月7日付け「残留農薬基準設定における暴露評価の精密化に関する意見具申」）  

7．AT〕Ⅰの評価   

食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第2項の規定に基づき、平成20年  

2月12日付け厚生労働省発食安第0212004号により食品安全委員会あて意見を求めたメ  

タミドホスに係る食品健康影響評価について、以下のとおり評価されている。  

・ADI  

無毒性量：0．06mg／kg体重／day  

（動物種）  

（投与方法）  

（試験の種類）  

（期間）  

イヌ  

強制経口  

慢性毒性試験  

1年間  

安全係数：100  

AD  

（参考）急性参照用量（ARfD）  

無毒性量：0．31咽／kg体重／day  

（動物種）  

（投与方法）  

（試験の種類）  

安全係数：100  

ラット  

単回強制経口  

急性神経毒性試験  

体重／da  AR f D：0．003 m  

8．諸外国における状況   

2002年にJMPR における毒性評価が行われ、ADI（0．004mg／kg体重／day；1990）   

が設定されている。国際基準は、てんさい等に設定されている。   

米国、カナダ、欧州連合（EU）、オーストラリア及びニュージーランドについて、  

調査した結果、米国において、メロン類果実等に、カナダにおいて、豆類等に、EU   

において、ブロッコリー、カリフラワー等に、オーストラリアにおいて、 ばれいしょ、   

かんきつ類果実等に、ニュージーランドにおいて、葉野菜、肉等に基準値が設定され   

ている。  
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9．基準値案  

＝）残留の規制対象  

メタミドホス本体  

ただし、メタミドホスは、殺虫剤であり、メタミドホス使用によるメタミドホス   

の残留以外に、国内においては、農薬として登録・使用がなされているアセフェート   

の代謝物でもあり、アセフェートの使用によるメタミドホスの残留が認められている。   

基準値案は、アセフェート使用由来のメタミドホスの残留を考慮して、設定すること   

としたし）  

なお、食品安全委員会によって作成されたメタミドホスに係る食品健康影響評価に   

おいては、暴露評価対象物質として、メタミドホスを設定している。  

（：2）基準値案  

別紙2のとおりである。  

注）アセフニL－卜使用によるメタミドホスの作物残留試験成績を考慮し、当該作物に使用  

された場合のメタミドホスの最大残留量を定めた二．なお、いわゆる「なっみかん」に  

は、食品区分として、なっみかんの果実全体、なっみかん（外果皮を除去したもの）又  

はなっみかんの外果皮の区分があるが、今回、な／っみかんの果実全体について、基準  

を設定しているので、なっみかんの外果皮には、▲律基準は適用しないこ  

なお、参考として、食品安全委員会より回付された急性参照用量（ARfD）に関して、  

基準値（案）の設定に当た／〕ては、2008年5月23日に開催された薬事・食品衛生審議会食  

品衛生分科会農薬・動物用「妄薬品部会での説明資料「短期暴露量推計：川PRの手法と所  

要テ、一・タについて」に沿って、短期暴露評価の試算を行うことにより、必要と考えられ  

る農作物び）使用方法等の見直しをキfうことにより、基準値案の調整を図ってい る▲ 

（3）暴露評価  

各食品について基準値案の上限まで又は作物残留試験成績等のデータから推定さ   

れる量のメタミドホスが残留していると仮定した場合、国民栄養調査結果に基づき   

試算される、1日当たり摂取する農薬の量（推定一目摂取量（EI〕l））のADIに対   

する比は、以下のとおりである。本推定一目摂取量の算定においては、現在検討さ   

れている国内のアセフェートの登録内容の変更が含まれている。詳細な暴露評価は   

別紙3参照。  

なお、EI〕Ⅰでの暴露評価は、2003年のJMPRで加工係数の評価がされている   

ばれいしょを除き、加工・調理による残留農薬の増減がないとの仮定の下に行った。  
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EDI／ADI（％）注）   

国民平均   43．9   

幼小児（1～6歳）   74．8   

妊婦   3 6．2   

高齢者（65歳以上）   52．5   

注）作物残留試験成績等がある食品については、その平均値により、なっみかん、オレンジ、グレ  

ープフルーツについては、平均値又は基準値（案）に、可食部濃度比（基準設定に参照した同一果実  

の可食部濃度／果実全体の濃度）0．4を乗じた値により、EDl試算を行った 

（4）本剤については、平成17年11月29日付け厚生労働省告示第499号により、食品   

一般の成分規格7に食品に残留する量の限度（暫定基準）が定められているが、今   

般、残留基準の見直しを行うことに伴い、暫定基準は削除される。  

（5）メタミドホスの基準値については、本物質がアセフェートの代謝物でもあり、今   

後、食品安全委員会において、アセフェ【トの食品健康影響評価が予定されている   

ことから、アセフェートの評価結果に応じ、必要な見直しを行うこととしている。  
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（別紙1）  

メタミドホス国内作物残留試験一覧表（アセフェート使用時のもの）   

農作物   
試験条件  試験圃  

場数   【メタミドホス】   暴露評価の代表値  

美成熟とうもろこし   5帆和   1000倍，散布   2  7   
0．032（圃場A）  

0，014（圃場B）   
○  0．023   

2  

だいず   50㌔和   1000倍，散布   3  67   2   

＜0．005（圃場A）  

＜0．005（圃場B）  

址王   ＜0．（氾5（圃場A）（＃）  
本基準  

50％溶   1000倍J散布   3  56（＃）／′63  2   
0．05   

0．011（圃場B）  

3   

いんげんまめ   50％和   1000倍，散布   3  14   2   

0，736（圃場A）  

0．528（圃場B）   
○  0．632   

4  

ぱ址」よ   5％粒十50％溶  6kg／10a，植付時作条  1十4  14   2   

0．066（圃場A）   ○  0．050  0．010  

0．033（圃場B）  （加工係数0．21）   

5  盟主鮎五   50％溶   1000倍、散布   1 42 2  ＜0．02（圃場A）   
0，020   

0．02（圃場B）   ○  
6  

三址   50％溶   50低2．5し／ポ．濯注＋  1十3  45   2   

0．005（圃場A）  ○  

1000倍，散布  ＜0．005（圃場B）  

50倍，5し／6汀了．濯注十  ＜0．005（圃場A）  
Codex  

てんさい   50％和  1十3  45   2  0．02   
1000倍，散布  ＜0，005（圃場B）   

7  

だいこん（相部）   5％粒   5kg／10∂，は種時   l  63／60  2   
0．005（圃場A）  

博満施用  0．007（圃場B）   
（⊃  0．006   

だいこん（董剖）   50％ネロ   1500倍，散布   2121 2   

＜0．010（圃場A）  
（〕  0、010   

＜0．010（圃場B）  
8   0．110（圃場A）  ○   

忠通   5％粒  4kg／10a．株元処理  l  14   3  0．018（圃場B）  0．073   

0．092（圃場C：21日）  

忠盛   50％和   1500倍，散布   1 21 2   

0．814（圃場A）  

1．29（圃場B）   
○  1．026   

1．2（圃場A）  
か．ミミ（葉部）   50％溶   1500倍，散布   1 21 2  

0．8（圃場B）  
9   

J呈≦さむ   
5％粒   2g／株，植穴処理十  

2   

0．010（圃場A）  
0，029   

6kg／10a，散布   0．048（圃場B）   ○  

0  

主史ゴニ之   50％和   1000倍，散布   3  19／21  2   
0、016（圃場A）  

0．037   
0．057（圃場B）   ○  

三呈⊇左   5肌和   1500倍，散布   1 21 2   0．20（圃場A）  

0．08（圃場B）   
○  0．140   

0．388（圃場A）  ○  ≒ケール、その他  
皇室左   50％和   1500倍、散布   2  21   0．198のアブラナ科野菜、   

0．008（圃場B）  その他のハーブ   

みす巻   50％溶   1000倍，散布   2  21   
0．094（圃場A）  

0．213 ≒きょうな   
0．332（圃場B）  

3   0．207（圃場A）  （⊃  

チンゲンサイ   50％和   1500倍，散布   4  

0．026（圃場B）  
21  

0．096（圃場C）  

0．024（圃場D）  

0．154（圃場A）  
チ．ンケンサイ   50％溶   1000倍．散布   1 21 0．147  

0．140（圃場B）  

4  

塑り 50％和   1000倍清文布   3  28   2   

＜0．005（圃場A）  
0．038   

0．071（圃場B）   ○  

5  

芝旦之⊇！1＝   5％粒   2g／株．株元散布  3  30   2   

0．007（圃場A〉  
0．132   

0．256（圃場B）   ○  

なばな   5％粒  6kg／10a（＃），散布  l  147／79  2   
＜0．005（圃場A）（＃）  

0．006（圃場B）（＃）  

7  

三度主   5qb粒十50頗口   6kg／10a，散布十  ＜0．005（圃場A）（＃）  
○  0．005   

1000倍．散布   ＜0．005（圃場B）（＃）  

8  

リーフレタス   50％和   1000倍、散布   3  28   2   

0．020（圃場A）  

0．060（圃場B）   ○   

リーフレタス   50％溶   †000倍，散布   3  28   2   

0．006（圃場A）  

0．026（圃場B）  

9  

0．026  

サラダ菜   50％和   1000倍，散布   3  28   
0．058（圃場A）  

0．008（圃場B）  

サラダ菜   50％溶   1000倍，散布   3  28  2   

0．014（圃場A）  

0．018（圃場B）  

－13－   



農作物   
試験条件  

場数   【メタミドホス】   試験圃   最大残留暮（ppm）   基準値 の選定  暴露評価の代表値  

も地   50％和   1500倍，散布   1 45 2   

＜0．005（圃場A）  
○  0．005  

＜0．005（圃場B）  

0．010（圃場A）  

0．090（圃場B）  ○   

た去ね宣   50％溶   1000倍，散布   5  21   6  

0．024（圃場C：2さ日）  

0．021（圃場D：28日）  
0．026  

0．028（圃場E）  

0．007（圃場F）  

たまねぎ   50％和   1000倍．散布   5  21   2   

0．008（圃場A）  

0．017（圃場B）  

上⊆娘   50％和   1000倍．散布   2  7   2   

＜0．020（圃場A）  
○  0．020  

＜0．020（圃場B）  

ヒ≡上   5％粒   2g／株J直穴処理  l  81／74  2   
＜0．∞5（圃場A）  

○  0．005  
＜0．005（圃場B）  

墓；上ヱヒ   5％粒   2g／株，植穴処理  l  82／56  2   
＜0．（カ5（圃場A）  

0．005  
＜0．005（圃場B）   

左土   5％粒  8kg／10a．株元散布  2   2   

0．（カ9（圃場A；7日）  
0．094  

0．178（圃場Bこ7日）  ○  

呈出   5％粒   2g／株J直穴処理  l  45／60  2   
＜0．005（圃場A）  

（）  0．005  
＜0．005（圃場B）  

立2三   50％溶   1000倍．散布   7   2   

0．20（圃場A〉  ○   

0．05（圃場B）  
0．105  

オクラ   50％和   1000倍．散布   7   2   

0．104（圃場A）  

0．066（圃場B）  

」よ呈出ミ   50％和   1000倍，散布   2 45 2   

＜0．005（圃場A）  ○   

＜0．005（圃場B）  
0．005  

呈出が   50％和   1000倍，散布   2  21   2   

＜0．（旧5（圃場A）  （〕  

＜0．005（圃場B）  

えだ去塵   50％手口   1000倍，散布   3  20（＃）／21  2   
0．077（圃場A）（＃）  

＜0．005（圃場B）   
（⊃  0．041  

塾良三＆   5％粒  6kg／10a（＃），散布  3  14   2   

0．011（圃場A）（＃）  

＜0．（の5（圃場B）（＃）   
（⊃  0．008  

0．062（圃場A）  

50％和   1000像散布   3  45   4  

0．052（圃場B）  

0．065（圃場C）  

0．037（圃場D）  
0．050  

みかん（果肉 50％和   1500倍，散布   3  46   2  

0．042（圃場A）  

0．076（圃場B）   ○  

みかん（果肉）   50％溶   1000鳳散布   3  42／45  2   
0．029（圃場A）  

0．036（圃場B）  

0．06（圃場A）  

みかん（果皮）   50％和   1000倍．散布   3  45   4  0．05（圃場B）  

0．柑（圃場C）  
△  0．068 （その他のスパイス）  

0．047（圃場D）  

みかん（果皮）   50％溶   1000像散布   3  42／45  2   
0．030（圃場A）  

0．038（圃場B）  

な2金赴ム  
50％和   1000倍，散布   3  45／60  2   

0．021（圃場A）  

退去皇魁  0．316（圃場B；60日）  ○  0．211  0・211×0・4  

なつみかん  
50％溶   1000倍，散布   3  45   2   

0．238（圃場A）  ＝0．084  

（果実全体）  0．267（圃場B）  

（参考）な⊇出   50％和   

1000倍，散布   3  45   2   0．014（圃場A）   0．667  0．34  †  

温風1  0．050（圃場B；60日）  0．158  0．4  

（参考）なつみかん   50％和   

川00倍．散布   3  45   2   0．094（圃場A）  0．395   

（果肉）  0．036（圃場B）   0，135  （∩＝4）（＝果肉／果実全体）  

かぼす   50％i容   1000倍，散布   3  45   0．02（圃場A）  △  

かぼす   50％和   1000像散布   3  45   ＜0．005（圃場A）  （－）   

0．012  
すだち   50％溶   1000倍，散布   3  45   0．∞5（圃場A）  

ゆず   50％和   1000倍，散布   3  45   0．019（圃場A）  

金主   50％和   1500倍，散布   2  60   2   

0．042（圃場A）  
0，043   

0．044（圃場B）   （⊃  
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農作物   
試験条件  試験圃  

場数   【メタミドホス】   の選定   
暴露評価の代表値  

巳皇じく   50％和   2000倍．散布   44／45  2   
0，012（圃場A）  

0．024（圃場B）   ○   

0．016（圃場A）  0．016   

いちじく   5帆溶   2000倍，散布   1 45 3  0．024（圃場B）  

0．005（圃場C）  

茶   50％和   1000倍，散布   2  28（＃）  2   0．78（圃場A）（＃）  ○   

0．22（圃場B）（＃）  
0．467   

蓋   50％溶   1000倍．散布   2  30   2   

0．828（圃場A：浸出液）．  

0．040（圃場B）  

さんLょう（具婁）   50％和   1500倍，散布   1 14 2   

0．02（圃場A）  
（⊃  0．020 その他のスパイス   

0，02（圃場B）  

＊  下線（○）を付した作肇  勿残留試験成績が基準値設定の根拠となるデータである。   
＊  下線を付していないもの（－）は、基準値設定根拠データとともに、EDt算出のための平均値の算出に用いている。  
＊ なお、劇痛「みヂ乳テンゲシナ〃で示した作物残留試験成矧こついては、試験条件が異なる点を考慮して、基準値の設定根拠データには用し、ていない。   
（使用条件の違いにより、最大値（基準値の設定）と平均値（暴露土の評価）での関係が逆転していることが考慮されている。）  

＊  ばれいしょの暴露評価においては、JMPRでの加工係数（0．18～0．21）を考慮に入れている。  
＊  夏みかんの可食部濃度比について、ぱらつきが大きいことを考慮し、小数点以下2桁目を切り上げて、04を用いている。  
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農薬名  メタミドホス  （別紙2）  

参考基準値  

基準値  基準値  登録  外国  作物残留試験成績   

農産物名  案  基準値  
PPm   PPm  PPm   PPm  

米  0．01  

小麦  0．01  
大麦  0．01  
ライ麦  0．01  
とうもろこし  0．2  未成熟とうもろこし0．032，0．O14  

そば  0．01  
その他の穀類  0．01  

大豆  0．05  ＜0，005（∩＝3，（1例＃）），0．01l   

小豆類   2  0，3カナダ（Beans）   いんげんまめ0．736，0．528  

えんどう  0．01  0．3カナダ（Beans）   

そらまめ  0．2  0．3カナダ（Beans）   

らつかせい  0．1  0．02豪州（Peanut）   
その他の豆類  0．3  l   

ぱれいしよ  0，3  0．066，0．033（加工係数二0，2t）  

さといも類  0．01  
かんしよ  0．01  
やまいも  0．1  ＜0．02，0、02  

こんにやくいも  0．01  
その他のいも類  0．01  0．25豪州（Potato）   

てんさい  0．02  0．005，＜0．005（∩＝3）  

さとうきび  

だいこん類の根  0．03   1NZ（Brassicaveg）   0．005，0．007  

だいこん類の菓   0．05   アセ  0．5NZ（Leafyveg）   ＜0．01（n＝2）   

かぶ類の根   0．3  0．5  アセ  1NZ（Brassicaveg）   0．110，0．0柑，0．092（2一日）   

かぶ類の葉   3  0．5NZ（Leafyveg）   0．81ヰ，l．29，t2，0．8  

西洋わさび  3  1NZ（Brassicaveg）   
クレソン  0．5  lNZ（Brassicaveg）   
はくさい  02   0．010，0．048  

キャベツ   0．2   0．5  0．016，0．057   

芽キャベツ   1．0 米国（Brusselsspouts）   
ケール  アセ  lNZ（Brassicaveg）  みずな0．388，0．008  

（非結球アフうナ科葉菜類）  

こまつな   0．5  0．7  アセ  0．20，0．08   

きような   2  アセ  みずな0．09ヰ，0．332  
（非結球アデラナ科葉菜類、   

チンゲンサイ   0．5  0．5  アセ  0．207．0．026，0．096，0．024   

カリフラワー   0．3   0．5  0．071，＜0．005   

ブロッコリー   0．7   アセ  1，0 米国（Califlower）   0．256，0．007   

その他のあぶらな科野菜   3  アセ  1NZ（Brassicaveg）  みずな0．388，0．008  
（非結球アブうナ科葉菜線なばな等）   

ごぼう  0．02  ＜0．005（∩＝2，（＃））  

サルシフイー  0、01  

アーティチョーク  0．2   0．2  
チコリ  0．5  0．5NZ（Leafyveg）   
エンダイブ  0．5  0．5NZ（Leafyveg）  
しゆんぎく  0．5  
レタス  0．3   アセ  1．0米国（Lettuce）   リーフレタス0．026，0．006，0．020，0．060  

サラダ菜0．Ot4，0．0柑，0．058，0．008  

その他のきく科野菜   0．02  0．5  アセ  0．5NZ（Leafyveg）  もりあざみ＜0．005（∩＝2）   

たまねぎ  0．2  0010，0．090，0．024（28日），0．021（28日）  
0口28，0．007，0．008，0．017  

ねぎ  0．05  
にんにく  0．1  アセ  ＜0．02（∩＝2）  

にら  0．3  
アスパラガス  0．01  
わけぎ  0．05  
その他のゆり科野菜  0．3  0．5NZ（しeafyveg）  

にんじん  0．01  
パースニップ  0．01  
パセリ  0．3   0．5NZ（Leafyveg）  
セロリ  5  2豪州（Celery）  

みつば  0．02  
その他のせり科野菜  アセ  0．5NZ（Leafyveg）   

トマト  0．02   2  アセ  2豪州（Tomato）   トマト＜0．005（∩＝2）  
ミニトマト＜0．005（∩＝2）  

ピーマン  l   
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農薬名  メタミドホス  （別紙2）  

参考基準値  
基準値  基準値  登録  外国  作物残留試験成績   

農産物名  案  基準値  
PPm   PPm  PPm   PPm  

なす   0．5  アセ  1．0米国（Eggplant）   0178（7日），0．009（7日）  

その他のなす科野菜  2  E  

きゆうリ  0．02  アセ  ＜0，005（∩＝2）  

かぼちや  0．1  
しろうリ  0．1  
すいか  0．1  0．2NZ（Fruitingveg）   

メロン類果実  0．5  0．5米国（Melon）   

まくわうリ  0．2  0．2NZ（Fruitingveg）  

その他のうり科野菜  0．5  

ほうれんそう  アセ削  0．5NZ（Leafyveg）  
たけのこ  2  

オクラ  0．5   020，0．05，0，104、0066  

しようが  0、02  しょうがく0005（n＝2）  
葉しょうが＜0．005（∩＝2）   

未成熟えんどう  0．5   0．3カナダ（Beans）  

未成熟いんげん  0．5  0．3カナクー（Beans）  

えだまめ  0．3  0．3カナクー（Be∂nS）  0．077（＃），＜0005  

マッシュルーム  0。1  

しいたけ  0．1  
その他のきのこ類  0．1  

その他の野菜  0．05   0．5NZ（Leafyveg）  れんこん0Otl（＃），＜0．005（＃）   

みかん  0．2  アセ  0，062，0052，0．065，0，037，004乙0．076  
0、029，0．036  

なつみかん  
なつみかんの外果皮  
なつみかんの果実全体  アセ  0．5豪州（Citrus有・uits）  0．021，0．3t6（60日），0．238，0．267   

レモン   アセ  0．5豪州（Citrus什uits）   
オレンジ（ネーブルオレンジを含む〉   アセ  0．5豪州（Citrus什uits）   
グレープフルーツ   アセ  0．5豪州（Citrus舟■uits）   

ライム   アセ  0．5豪州（Citmsh」jts）   
その他のかんきつ類果実  0．1  アセ  0．5豪州（Citrus什uits）  かぼす002】＜0．005  

すだち0005  
ゆず0Ot9  

リんご  0，05  
日本なし  0、05  

西洋なし  0．05  
マルメロ  0．05  
びわ  0．05  

もも  1豪州（Peach）  

ネクタリン  0．01  
あんず（アプリコットを含む）  0．1  
すもも（プルーンを含む）  0．3  
うめ  0．01  
おうとう（チェリーを含む）  0．01  

いちご  0．01  
ラズベリー  0．01  
ブラックベリー  0．01  
ブルーベリー  0．01  
クランベリー  0．3  
ハックルベリー  0．01  
その他のペリー類果実  0，01  

ぷどう  3  

かき  0．2  アセ  0042，0，044  

バナナ  0．1  0．2豪州（Bananas）   

キウイー  0．01  
パパイヤ  0．01  
アボカド  0．01  
パイナップル  0．01  
グアバ  0．01  
マンゴー  0．01  
パッションフルーツ  0．01  
なつめやし  0．01  

その他の果実  0．1   いちじく0012，0．024，00】6，0．024，0005  
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